令和８年度　小林小学校　学校経営構想
【小中一貫目標】
「自ら学び、自ら思いやり、自らきたえる子どもの育成」



児童の実態　　地域の実態
保護者の願い　社会的要請
関係法規　学習指導要領
県・市教育基本方針

【目指す児童生徒像】
＜自立・感謝・貢献＞


【学校経営ビジョン】
確かな学力を身に付け、豊かな人間性を育みながら、児童の主体的な取り組みを促し、自分に自信をもち、自ら考え行動できる子どもの育成を図るとともに、保護者・地域との協働による教育活動を通して信頼され安心できる学校を目指す。




「みんなで考え　みんなでつくる　みんなの小林小学校」
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育てたい力と実現のための方策





主体的な学びと確かな学力
○　分かる・できる授業による学力向上
　・子どもが主体となる授業の創造
　・個別最適、協働的な学びの充実
○　「思考力・表現力・判断力」の向上
　・根拠をもとに説明できる授業への転換
　・主題研究による実践的な取組
○　家庭学習と読書活動の充実
　・家庭学習の充実と生活指導の工夫
　・家庭と連携した読書活動の確保
○　特別支援教育の充実
　・一人一人の教育的ニーズに応じた教育の充実
互いを認めよい行いを実行する力
○　自尊感情と学校愛を育てる主体的活動
　・人権教育の視点に立った指導の充実
　・自治活動の充実
　・環境美化活動の充実（常時整理整頓）
○　基本的生活習慣の重点的育成
　・「返事・あいさつ・整理整頓」の徹底指導
　・家庭と連携したメディアコントロールの取組
○　問題行動、いじめ､不登校への対応
　・いじめ・問題行動への即時対応と納得感のある解決
　・不登校（傾向）児童の指導・支援と学びの工夫
○　道徳教育、人権教育の充実
　・望ましい人間関係と言語環境づくり









体力向上と安全・健康への意識
○　運動を好み楽しむための工夫
　・昼休みの運動・遊びの充実
　・自らの課題に取り組む体育・健康指導
○　立腰と鉛筆・箸の持ち方の指導徹底
　・自ら意識する立腰姿勢の常時指導
　・「鉛筆の正しい握り方」達成全学年80％以上
○　健康的な生活につながる習慣づくり
　・手洗い等感染予防策の徹底
　・健康づくりへの意識の向上（治療率70％以上）
○　自ら危険を回避する意識の向上
　・実践的な防災、安全指導の充実

望ましい食習慣と食への感謝の心
○　家庭、地域と連携した指導の充実
　・食への関心を高める指導と家庭との連携
　・地域人材・食材等を活用した食の指導
○　自らの「食」を意識する活動の充実
　・発達段階に応じた「弁当の日」の取組
　・食に関わる人へ感謝する活動
○　給食指導と食事マナーの徹底
　・給食活動全体を通した食の指導
　・アレルギー等への確実な対応と衛生管理









目標を共有した一貫教育
○　幼保小中の連携充実
　・小林中校区一貫教育の推進（知・徳・体・食）
　・幼保教育の理解と連携活動


活気ある地域学校協働活動
○　学校運営協議会の機能を生かした活動充実
　・地域に貢献する児童活動の工夫
・保護者や地域の声を生かす学校運営
・学校ＨＰを生かした開かれた学校づくり
○　地域組織を生かした教育の活性化
　・まちづくり協議会との連携充実
　・KSSVCとの連携と活用




子どものための働き方改革
○　時間とゆとりを生み出す働き方
　・休憩時間の取り方や共働による業務改善
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